
 

 

 

 

●ひよこ組 今月の目標 一人ひとりの体調にあわせて水遊びや沐浴を楽しむ。 

 先月は、運動会、保育参加とお忙しい中ご参加頂き、ありがとうございました。保育参加では、園で意

欲的に遊ぶお子さんの姿や、お家での姿とは又違った一面を見て成長を感じて頂けたかと思います。今ひ

よこ組では月齢の大きい子、小さい子と分かれて活動する時間を取り入れています。月齢の大きい子は、

立ったり歩いたり出来るようになり、ハイハイをしていた頃より視界が広がり、高い所にも手が届くよう

になりロッカーのカバンを引っ張ったり、引き出しを開けたりと探索活動が盛んに見られるようになりま

した。又、何か興味があるものをみつけると指さしをして“見たい”“触れたい”という思いを伝えようと

しています。月齢の小さい子は、行動範囲も広がり、ずり這いやハイハイをして自由に身体を方向転換して、自分の身体を動かす喜びを感じていま

す。色んな事に関心を持ち好奇心旺盛な子ども達の思いを大事に受け止め、これからも一人ひとりの成長を見守っていきたいと思います。                     

（坂） 

●りす組（もも） 今月の目標 泥や水遊びを通して色々な感触を感じ、夏ならではの遊びを十分に楽しむ。 

 ６月は運動会や保育参加があり、子ども達とお家の方が園でゆっくりと関わってもらいなが 

ら過ごしてもらうことができ、笑顔がたくさん見られ嬉しく思いました。一人一人いろんな姿 

がありますが、園でも温かい雰囲気を大切に子ども達と関わっていきたいと思っています。生 

活の中では、少しずつ周りの友達との関わりが増えてきて散歩中に手をつないで歩くことに喜 

びを感じたり、名前を呼ぶ姿が見られます。身近な友達や保育士と安心できるような心地よい 

環境の中で伸び伸びと遊んだり、興味のあるものを見つけたり触れたりして、色々な経験をし 

てほしいと思います。７月からは、水遊びも始まるので安全面、体調面には気を付けて楽しみたいと思います。（三浦） 

●りす組（いちご） 今月の目標 様々な素材を通じて感触遊びなど夏ならではの遊びを楽しむ。 

 散歩ではアリやダンゴムシが出てくるようになり、よく観察をしています。ダンゴムシを捕

まえて掌の上で丸くなる様子を見て不思議そうにしたり動かなくなったことを「こわれた。」と

言葉で表現する子がいて子どもの表現力の面白さを感じたのと同時に子ども達にとって自然の

中での出来事は発見の連続であることも改めて感じました。先日の保育参加では小麦粉粘土を

通して粉の感触や水を混ぜた時のベタベタ感、粘土になってからのもっちり感を感じたり、触

ること自体嫌がる子もいましたがお家の人が作るのを見るということだけでも子ども達にとっ

ていい刺激になったのではないかと思います。何よりも緊張や戸惑いもありながら親子で一緒になって楽しんでいる姿が印象的で

笑顔溢れる暖かい時間となっていたように感じました。ご参加いただきありがとうございました。これからますます暑くなり、子

ども達が大好きなプール遊びも始まります。気候や体調を見ながら、この季節ならではの感触・感覚遊びをたくさん楽しんでいき

たいと思います。（谷口） 

●白うさぎ組 今月の目標 衣服の着脱や後始末を自分でしようとする。 

 運動会へのご参加ありがとうございました。当日はお家の方と一緒に楽しむ姿や大勢の人に

ビックリしてしまう子などどの子も今の時期の二歳児らしい姿が見られ微笑ましかったです

ね！白うさぎ組では６月に入り暑い日は戸外で裸足で過ごしたり、泥んこ遊びをしたりしてい

ます。最初は裸足になるのも嫌な子や泥に触るのが嫌な子もいましたが回数を重ねるうちに、

ほとんどの子が自分から泥の中に入って行けるようになったり、保育士の真似をしてお団子を

作り泥の感触を楽しむ姿が見られるようになりました。もうすぐプール遊びも始まりますが

色々な素材に触れて手足や皮膚の感覚を刺激し、みんなで開放的に遊んでいきたいと思っています。それに伴い着替える事が多く

なりますので衣服の名前のチェックをよろしくお願いいたします。（窪田） 
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●赤うさぎ組 今月の目標 保育士の手助けを受けながら、衣服の着脱を自分でできるようにする。 

6 月は、おたまじゃくしや青虫などの生き物に触れたり、お友達や保育士と一緒にお外で元気

に遊びました。はらぺこ青虫の絵本が大好きになり「もういっかいよんで」「ＣＤかけて」と、

楽しそうに絵本を見ていました。この絵本をきっかけに、自分の青虫お面を作って青虫になり

きったり、お外で食べ物探しの走りっこをしたりとだんだん遊びが広がっていきました。また、

育ててきた青虫が蝶々になった時には「やったー！」「あげはちょうになったな」「きれいやな」

と、拍手して喜ぶ子ども達でした。子ども達が興味を持った姿をよくみて、発言に気付いたり

しながら、保育士も一緒に寄り添い楽しみながら保育を展開していけたらいいなと思っています。7 月は、プールが始まります。

脱ぐ、着る、たたむなどできるだけ自分で出来るようにしていきたいと思います。「こうやってするよ」と大人が見本を見せて伝え

たり、さり気なく手助けして“自分で出来た”という達成感を味わえるように進めていきたいと思います。（古川） 

●とちのき組 今月の目標 プール遊びなど季節の遊びを楽しみ、衣服の着脱など自分でしようとする。 

 気温が高く、蒸暑い日が続いていますが、子どもたちは戸外で元気いっぱい身体を動かして遊

んでいます。園庭ではクワガタやダンゴムシを捕まえたり、散歩先でカニやカエルを見つけ、た

くさんの生き物に興味を持っています。最後には生き物のおうちへ逃がしてあげ、生き物の命を

大切にできるよう、伝えていっています。室内では製作に興味を持ち、トイレットペーパーの芯

やお菓子の箱など廃材を使い様々なものを作ったり、年長児を中心に小さなブロック(LaQ)で作

り方を見ながら難しいものも作って楽しんでいます。７月からは楽しみにしているプール遊びも

始まります。衣服の着脱を自分でしたり、自分の持ち物をきちんと整理整頓できるよう伝えていきたいと思います。（平塚） 

●くぬぎ組 今月の目標 生き物や自然物に触れる中で大切にしようという気持ちを持てるようにする。 

 気候もどんどん暑くなり子ども達は暑い時期ならではの虫を探すようになりました。戸外に出

ると「カブト虫探してくる！」「クワガタはあの木によくくっついとるで！」と勢いよく走って

いく姿があります。見つけるとみんなで観察したり、取り合いのケンカをしたりそれぞれ自分の

気持ちをぶつけ合いながら虫ともお友だちとも関わっています。「虫を持って帰りたい！」と話

す子もいますが「お家に帰してあげてね」と伝えています。虫にも命があること、お家があるこ

と、優しく関わってあげてほしいこと…命の大切さが伝わるように話しています。育てることで

大切にしよう、生きているんだと感じる事も大切ですがまずは虫たちの暮らし、みんなと同じように生きているんだと感じてほし

いと願いも込めて伝えています。様々な物、人と関わっていく中で色々な気持ちを感じ自分の感性へとつなげてほしいと思います。

（平澤） 

●さくら組 今月の目標 ・夏ならではの活動、遊びを楽しむ。 ・衣服の着脱を自分で出来るようになる。 

 ６月には運動会へのご参加、ご協力ありがとうございました。家庭では見ることのできない子ども達の姿や成長を見て頂くこと

ができたのではないかと思います。７月６日（土）には夏のつどいがありますのでそちらへのご

協力もよろしくお願いします。さて、近頃ではさくらぐみの子ども達の友達関係もしっかりと深

まりや広がりが見られ、室内でも屋外でもお友達同士で集まって関わり合う姿がとても増えてき

ています。７月からはプールや泥んこ、水遊びが活動の中心となってきます。その中で衣服の着

脱や片付け、遊びの中でのお約束を守ることなど、ただ水遊びを楽しむだけでなく、日々の活動

の中で学ぶことやできるようになることの多い生活を送っていければと思います。水の事故には

十分に気をつけ、何よりも子ども達がお友達や保育士と思いきり楽しめる、今の時期ならではの遊びや活動に取り組んでいきたい

と思います。（安田） 
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